服の 日本人 も、 途中で 二人に すれ違 ひながら、 反射的 

あき いちべ つ 

にち よいと 振り返って、 やはり 呆れた やうな 一瞥 を 明 

子の 後 姿に 浴せ かけた。 それから 何故か 思 ひついた や 

、不ク タイ 

うに、 白い 襟 飾へ 手 を やって 見て、 又 菊の 中 を 忙しく 

玄関の 方へ 下りて 行った。 

二人が 階段 を 上り 切る と、 二階の 舞踏室の 入口に は、 

まま：， V ナ 

半白の 頰 鬚を蓄 へた 主人役の 伯爵が、 胸間に 幾つかの 

勲章 を 帯びて、 路易 十五 世 式の 装 ひ を 凝らした 年上の 

お まやう 

伯爵 夫人と 一し よに、 大様に 客を迎 へて ゐた。 明 子 は 

この 伯爵で さへ、 彼女の 姿 を 見た 時には、 その 老獪ら 

しい 顔の 何処かに、 一瞬間 無邪気な 驚嘆の 色が 去来し 



たの を 見の がさなかった。 人の 好い 明 子の 父親 は、 嬉 

てみ じか 

しさうな 微笑 を 浮べながら、 伯爵と その 夫人と へ 手 短 

しうち か はが は 

に 娘 を 紹介した。 彼女 は 羞恥と 得意と を 交る 交る 味つ 

け， < だ 力 

た。 が、 その 暇に も 権高な 伯爵 夫人の 顔 だち に、 一点 

下品な 気がある の を 感づく だけの 余裕が あった。 

舞踏室の 中に も 至る所に、 菊の花が 美しく 咲き乱れ 

てゐ た。 さう して 又 至る所に、 相手 を 待って ゐる 婦人 

たちの レエ スゃ 花や 象牙の 扇が、 爽 かな 香水の 匂の 中 

に、 音の ない 波の 如く 動いて ゐた。 明 子 はすぐ に 父親 

き ら 

と 分れて、 その 綺羅びやかな 婦人た ちの 或 一団と 一し 

よに なった。 それ は 皆 同じ やうな 水色 や 薔薇色の 舞踏 



茶碗から、 米粒 を 挾んで 食べて ゐ るので あらう か。 I 

I 彼の 眼の 中には かう 云 ふ 疑問が、 何度も 人 懐し ぃ微 

を か 

笑と 共に 往来す る やうであった。 明 子に は それが 可 笑 

しく も あれば、 同時に 又 誇らしく もあった。 だから 彼 

きゃしゃ 

女の 華奢な 薔薇色の 踊り 靴 は、 物珍し さうな 相手の 視 

線が 折々 足 もとへ 落ちる 度に、 一 層 身軽く 滑 な 床の 

すべ 

上をヒ つて 行く のであった。 

が、 やがて 相手の 将校 は、 この 児 猫の やうな 令嬢の 

疲れたら しいのに 気がつい たと 見えて、 劬る やうに 

顔を靦 きこみながら、 

「もっと 続けて 踊り ませう かご 



那には 女らしい 疑 ひも 閃 かずに は ゐられ なかった。 

そこで 黒い 天鵞絨の 胸に 赤い 椿の 花 をつ けた、 独逸 人 

らしい 若い 女が 二人の 傍 を 通った 時、 彼女 はこの 疑 ひ 

ほの 

を 仄めかせる 為に、 かう 云 ふ 感歎の 言葉 を 発明した。 

「西洋の 女の 方 はほんた うに 御 美しう ござい ますこ 

と ご 

海軍 将校 はこの 言葉 を 聞く と、 思 ひの 外 真面目に 首 

を 振った。 

「日本の 女の 方 も 美しいです。 殊に あなた なぞ は I 

I」 

「そんな 事 はこ ざいません わご 



「いえ、 御世辞ではありません。 その 儘す ぐに 巴 里の 

舞踏会 へ も 出られます。 さう したら 皆が 驚く でせ う。 

ワット ォの 画の 中の 御 姫様の やうです から ご 

明 子 は ワット ォを 知らなかった。 だから 海軍 将校の 

言葉が 呼び 起した、 美しい 過去の 幻 も II 仄暗い 森の 

噴水と 凋れ て 行く 薔薇との 幻 も、 一 瞬の 後に は 名残 リ 

なく 消え失せて しま はなければ ならなかった。 が、 人 

一倍 感じの 鋭い 彼女 は、 アイス ク リイ ムの匙 を 動かし 

す 力 

ながら、 僅に もう 一 つ 残って ゐる 話題に 鎚る事 を 忘れ 

なかった。 

「私 も 巴 里の 舞踏会 へ 参って 見た うご ざいます わご 



欄干 一 つ 隔てた 露台の 向う に は、 広い 庭園 を 埋めた 

こず ゑ 

針葉樹が、 ひっそりと 枝 を 交し 合って、 その 梢に 点々 

まま づ ぢ -P うちん す 

と 鬼 灯 提燈の 火 を 透かして ゐた。 しかも 冷 かな 空気 

の 底に は、 下の 庭園から 上って 来る 苔の 匂 や 落葉の 匂 

が、 かすかに 寂しい 秋の 呼吸 を 漂 はせ てゐる やうで あ 

つた。 が、 すぐ 後の 舞踏室で は、 やはり レエ スゃ 花の 

ちりめん 

波が、 十六 菊 を 染め抜いた 紫 縮緬の 幕の 下に、 休みな 

い 動揺 を 続けて ゐた。 さう して 又 調子の 高い 管絃楽の 

あ ひか はらず ようしゃ 

つむじ 風が、 相 不変 その 人間の 海の 上へ、 用捨 もな く 

鞭 を 加へ てゐ た。 

勿論 この 露台の 上から も、 絶えず 賑な 話し声 や 笑 ひ 



中で 一し よに なった。 青年 は その 時 編 棚の 上に、 鎌 倉 

の 知人へ 贈るべき 菊の花 束 を 載せて 置いた。 すると 当 

年の 明 子 —— 今の H 老 夫人 は、 菊の花 を 見る度に 思 ひ 

出す 話が あると 云って、 詳しく 彼に 鹿 鳴 館の 舞踏会の 

思 ひ 出 を 話して 聞かせた。 青年 はこの 人 自身の 口から 

かう 云 ふ 思 出 を 聞く 事に、 多大の 興味 を 感ぜずに はゐ 

られ なかった。 

その 話が 終った 時、 青年 は H 老夫 人に 何気なく かう 

云 ふ 質問 をした。 

「奥様 は その 仏蘭西の 海軍 将校の 名 を 御存知で は ござ 

いません かご 



すると H 老 夫人 は 思 ひがけない 返事 をした。 

「存じて 居ります とも。 Julien Viaud と 仰 有る 方で 

ございました ご 

「では Loti だった ので ございま すね。 あの 『お 菊 夫 

人』 を 書いた ピ エル. ロティだった ので ございま すね ご 

青年 は 愉快な 興奮 を 感じた。 が、 H 老 夫人 は 不思議 

さう に 青年の 顔 を 見ながら 何度も かう 眩 くば かりで 

あった。 

「いえ、 ロティと 仰 有る 方で は ございま せんよ。 ジュ 

リ アン • ヴィォ と 仰 有る 方で ございます よご 

(大正 八 年 十二月) 
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